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平成24年1月20日 

各  位 

    東京都品川区南大井6丁目28番12号 

 会 社 名 株 式 会 社 大 庄 

 代表者名  代表取締役社長 平   辰 

 （コード番号 ９９７９ 東証第１部） 

     問合せ先 専務取締役 水野 正嗣 

  (ＴＥＬ０３-５７６４-２２２９) 

 

第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 

 

当社は、平成24年1月20日開催の取締役会において、下記のとおり、第三者割当による自己株式の処

分を行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．処分要領 

（１）処分期日 平成24年2月7日 

（２）処分株式数 普通株式 600,000株 

（３）処分価額 １株につき 1,009円 

（４）資金調達の額 605,400,000円 

（５）募集又は処分方法 第三者割当による処分 

（６）処分先 アサヒビール株式会社（※） 

（７）処分後の自己株式 

512,940株 

（ただし、平成23年9月1日以降の単元未満株式の買取及び売渡し分は

含んでおりません） 

（８）その他 
本自己株式の処分については、金融商品取引法による届出の効力発生を

条件としております。 

※なお、アサヒビール株式会社（旧）は、平成23年7月 1日に純粋持株会社制への移行に伴い、同社の

100％子会社であるアサヒグループホールディングス株式会社（旧）に同社の酒類事業を承継いたしまし

た。また、7月1日付けでアサヒビール株式会社（旧）からアサヒグループホールディングス株式会社

（現）に商号変更するとともに、その事業目的を純粋持株会社制の事業に合わせて変更し、アサヒグル

ープホールディングス株式会社（旧）がアサヒビール株式会社（現）に商号変更しております。 

（以下、現商号にて記載します） 

 

２．処分の目的及び理由 

当社グループは、主力商品である酒類・飲料の仕入戦略については、多くの製造・販売会社様との協

力体制を築き、幅広くかつ安定的な取引関係を構築してまいりました。特に、アサヒビールグループと

は、大衆割烹「やるき茶屋」の店舗網を拡大する過程において、酒類・飲料の製造・販売会社として様々

な面での強い支援を頂き、ビール飲料類をはじめ洋酒・焼酎製品・ビールテイスト飲料など多岐に渡っ

て取扱い、強い協力体制を維持してまいりました。 

一方、外食業界におきましては、長引く景気低迷やデフレ経済の影響もあって飲食需要が伸び悩み、

先行き不透明感もますます拡大しております。また、人口減少や少子・高齢化社会が進展する中で、外

食ニーズの多様化・高度化、内食・中食市場の拡大、若年層の飲酒需要の減少など、外食市場自体も構
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造的な転換期にあり、新しい顧客層や消費者ニーズの開拓に向けた企業間競争が激化しております。 

このような環境下、当社は保有する自己株式の活用方法について、様々な観点から検討を重ねてまい

りましたが、当社が将来に向けてさらなる発展を図るためには、主力として取扱う酒類・飲料の製造・

販売会社とより密接な関係強化を図ることが不可欠であり、その目的で自己株式を割当てるとの戦略方

針に至りました。 

上記の戦略方針に従い、協力関係先を模索してまいりましたが、当社の従前からの大株主でもあるア

サヒビール株式会社を割当先として自己株式を処分することにより、取引関係の強化を図り、相互の協

力体制のさらなる強化と両社の強みの有効活用を図ることが最適策であるとの結論に至りました。当社

は、これにより、飲食事業における業界情報や店舗運営ノウハウなどを互いに共有化し、さらなる発展

に向けた経営戦略を講じて参りたいと考えております。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額（差引手取概算額） 

   処分の総額      605,400,000円 

   発行諸費用概算額          －円 

   差引手取概算額    605,400,000円 

 

（２）調達する資金の具体的な使途 

上記の差引手取概算額605,400,000円につきましては、金融機関より調達した借入金に対する返済資

金として全額充当する予定であります。 

具体的な使途 金 額（円） 支出予定時期 

借入金に対する返済資金 605,400,000円 平成24年3月 

※支出までの資金管理につきましては、当社名義の銀行預金口座において適切に管理いたします。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

  この第三者割当による自己株式処分は、アサヒビール株式会社と安定的な取引関係の構築・強化を図

ることを目的とするものです。 

  当該自己株式の処分による調達資金については、金融機関より調達した借入金の返済に充当すること

を予定しており、これにより現預金水準を低下させることなく有利子負債の削減につながり、財務体質

の更なる健全化につながるため、当該資金の使途には合理性があるものと判断しております。 

 

５．処分条件等の合理性 

（１）処分価額の算定根拠と合理性に関する考え方 

  処分価額につきましては、本件第三者割当による自己株式処分の取締役会決議日の前日である平成24

年1月19日の株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」）における当社株式の終値である1,009

円といたしました。当社の直近の業績動向、株式市場の動向を考慮すると、取締役会決議の直前取引日

の当社終値は、当社の客観的価値を反映していると考えられるため、特に有利なものに該当せずに合理

的なものと判断しております。そのため、直前取引日終値を処分価額とし、ディスカウントは行ってお

りません。 

  この処分価額は、本取締役会決議日の直前1ヶ月間（平成23年12月20日から平成24年1月19日ま

で）の終値平均値（1,007円）に対しては0.2％プレミアム、直前3ヶ月間（平成23年10月20日から

平成24年1月19日まで）の終値平均値（967円）に対しては4.3％プレミアム、直前6ヶ月間（平成

23年7月20日から平成24年1月19日まで）の終値平均値（950円）に対しては6.2％プレミアムとな

ります。 
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  なお、取締役会に出席した監査役２名（うち社外監査役１名）全員が、上記処分価額につきましては、

当社株式の価値を表す客観的な値である市場価格を基準にし、日本証券業協会の「第三者割当増資の取

扱いに関する指針」に準拠したものであり、当社の直近の財政状態及び経営成績等を勘案し、適正かつ

妥当であり、特に有利な処分価額には該当しない旨の意見を表明しております。 

 

（２）処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

  本件第三者割当による自己株式の処分株式数は600,000株であり、当社の発行済株式数の2.83％、総

議決権数の2.99％となりますが、本自己株式処分はアサヒビール株式会社との関係強化を目的に行うも

のであることから、当社企業グループの企業価値の向上に繋がるとともに、既存株主の皆様の利益向上

にも必ず資するものと考えており、処分数量及び株式の希薄化の規模は合理的であると考えております。 

 

６．処分先の選定理由等 

（１）処分先の概要 

（１）名称 アサヒビール株式会社 

（２）所在地 東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小路 明善 

（４）事業内容 酒類の製造及び販売 

（５）資本金 20,000百万円（平成23年9月30日現在） 

（６）設立年月日 平成22年8月10日 

（７）発行済株式数 500,000株（平成23年9月30日現在） 

（８）決算期 12月31日 

（９）従業員数 3,170名（平成23年9月30日現在） 

（10）主要取引先 国分株式会社、伊藤忠食品株式会社 

（11）主要取引銀行 三井住友銀行、みずほコーポレート銀行 

（12）大株主及び持株比率 アサヒグループホールディングス株式会社 100％ 

（13）当事会社間の関係 

資本関係 
 

当該会社は、当社株式367,300株を保有しております。 

（平成23年8月31日現在） 
人的関係 該当事項はありません 

取引関係 当該会社が販売する商品を酒販店経由で仕入れております。 

関連当事者へ 
の該当状況 該当事項はありません 

 

（14）最近３年間の経営成績（単体） 

決算期   平成20年12月期  平成21年12月期 平成22年12月期 

純資産      －      － 0百万円 
総資産      －      － 1百万円 

1株当たり純資産      －      － 29,645.15円 

売上高      －      － －百万円 

営業利益      －      － △0百万円 

経常利益      －      － △0百万円 

当期純利益      －      － △0百万円 

1株当たり当期純利益      －      － △20,354.85円 

1株当たり配当金      －      － －円 

※処分先は、平成22年8月10日に設立されましたので、平成20年12月期及び平成21年12月期の経営

成績及び財務状態に係る数値は存在せず、平成22年12月期は５か月決算となっております。 

 また、当該処分先での連結決算は行っておらず、情報開示すべき連結対象となる重要な子会社もありま

せん。 

※割当予定先の親会社であるアサヒグループホールディングス株式会社は、東京証券取引所および大阪証

券取引所に上場しており、同社が各証券取引所に提出している「コーポレート・ガバナンス報告書」に
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おいて、同社グループはグループ共通の取組み方針として、市民社会に脅威を与える反社会的勢力に対

して断固として対決していくとの記載を確認しており、割当予定先が暴力団等である事実、暴力団等が

割当予定先の経営に関与している事実、割当予定先、当該割当予定先の役員又は主要株主が資金提供そ

の他の行為を行うことを通じて暴力団等の維持、運営に協力若しくは関与している事実及び割当予定先、

当該割当予定先の役員又は主要株主が意図して暴力団等と交流を持っている事実は一切無いものと判断

しております。 

 

（２）処分先を選定した理由 

上記「２．処分先の目的及び理由」に記載の通り、アサヒビール株式会社との関係強化を図り、

相互の協力体制と安定的な取引関係を構築・強化することが、当社グループの収益体質強化につな

がると考え、今回の自己株式の処分先に選定いたしました。 

 

（３）処分先の保有方針 

  当社は、アサヒビール株式会社からは、本件第三者割当により取得する株式の保有方針について、

当社との一層の関係強化の主旨に鑑み、長期的に継続して保有する意向であることを確認しており

ます。また、当社はアサヒビール株式会社に対して、本件第三者割当の期日（平成24年2月7日）

から2年間において、アサヒビール株式会社が本件第三者割当にて取得した当社株式の全部又は一

部を譲渡した場合には、譲渡を受けた者の氏名及び住所、譲渡株式数、譲渡日、譲渡価額、譲渡の

理由、譲渡の方法等を直ちに当社に書面にて報告すること、及び当社が当該報告内容等を東京証券

取引所に報告し、当該報告内容が公衆縦覧に供されることに同意する旨の確認書を依頼する予定で

あり、内諾を得ております。 

 

（４）処分先の払込みに要する財産の存在についての確認した内容 

  当社は、処分先のアサヒビール株式会社より、アサヒグループホールディングス株式会社宛の預

け金として計上されていることを確認しております。また、アサヒグループホールディングス株式

会社が発行した残高証明書（平成23年11月30日現在）の提示を受け、本件第三者割当の払込に要

する資金を上回る十分な現預金を有していることを確認しております。さらには、アサヒグループ

ホールディングス株式会社についても平成23年9月期の第3四半期報告書により経営成績及び財務

状況を確認しており、当社への払込期日（平成24年2月7日）時点において要する資金については、

特段問題ないと判断しております。 

 

７．処分後の大株主及び持株比率 

処分前（平成23年8月31日現在） 処 分 後 

株式会社宇宙 26.01％ 株式会社宇宙 26.01％ 

サントリービア＆スピリッツ株式会社 13.41％ サントリービア＆スピリッツ株式会社 13.41％ 

平 辰 4.75％ 平 辰 4.75％ 

大庄従業員持株会 2.97％ アサヒビール株式会社 4.56％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 

（信託口） 2.73％ 
大庄従業員持株会 2.97％ 

株式会社三井住友銀行 2.03％ 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 

（信託口） 2.73％ 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1.98％ 株式会社三井住友銀行 2.03％ 

アサヒビール株式会社 1.73％ 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1.98％ 

大庄取引先持株会 1.43％ 大庄取引先持株会 1.43％ 

麒麟麦酒株式会社 1.08％ 麒麟麦酒株式会社 1.08％ 

（注）平成23年8月31日現在の株主名簿を基準として記載しております。 
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８．今後の見通し 

  今回の自己株式の処分による平成24年8月期連結業績への影響は軽微であると予想しております。 

 

９．企業行動規範上の手続きに関する事項 

  本件第三者割当は、①希釈化率が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものではないこ

とから、東京証券取引所の定める有価証券上場規程第432条に定める独立第三者からの意見入手及

び意思確認手続きは要しません。 

 

１０．支配株主との取引等に関する事項 

  本取引は、支配株主との取引等に該当しません。 

 

１１．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）過去３年間の業績（連結） 

 平成21年8月期 平成22年8月期 平成23年8月期 

連結売上高 86,867百万円 83,711百万円 79,227百万円

連結営業利益 579百万円 △1,487百万円 △605百万円

連結経常利益 1,111百万円 △729百万円 △814百万円

連結当期純利益 △593百万円 △1,545百万円 △3,395百万円

１株当たり連結当期純利益 △28.62円 △79.93円 △178.82円

１株当たり配当金 21.0円 21.0円 16.0円

１株当たり連結純資産 1,521.84円 1,473.44円 1,243.77円

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成23年8月31日現在） 

 株式数 発行済株式数に対する比率 

発行済株式数 21,198,962株   100％ 

現時点の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 

 

－株

 

  －％ 

下限値の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 

 

－株

 

  －％ 

下限値の転換価額（行使価額）

における潜在株式数 

 

－株

 

  －％ 

 

（３）最近の株価の状況 

①最近３年間の状況 

 平成21年8月期 平成22年8月期 平成23年8月期 

始  値 1,164円 1,279円 1,003円

高  値 1,489円 1,280円 1,149円

安  値 900円 1,000円 745円

終  値 1,281円 1,005円 924円

②最近６か月間の状況 

 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

始  値 936円 954円 921円 934円 928円 955円

高  値 1,003円 963円 950円 950円 959円 989円

安  値 931円 900円 900円 909円 910円 952円

終  値 953円 924円 942円 929円 952円 989円
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③発行決議日前日における株価 

 平成24年1月19日 

始  値 1,025円

高  値 1,035円

安  値 1,009円

終  値 1,009円

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

  該当事項はありません。 

 

１２．処分要項 

（１）処分期日 平成24年2月7日 

（２）処分株式数 普通株式 600,000株 

（３）処分価額 １株につき 1,009円 

（４）資金調達の額 605,400,000円 

（５）募集又は処分方法 第三者割当による処分 

（６）処分先 アサヒビール株式会社 

（７）処分後の自己株式 512,940株（ただし、平成23年9月1日以降の単元未

満株式の買取及び売渡し分は含んでおりません） 

（８）その他 本件第三者割当については、金融商品取引法による届出

の効力発生を条件としております。 

 

以上 

 

 


